
2011年 大会研究発表題目 

 

特別研究発表（11 月 12 日 14：00～17：00） 

第１会場（14 号館 D301） 

 11  ハワイにおける日本人女性のライフストーリーにみる居住空間  

  影山穂波（椙山女学園大学） 

   12  フィールドワークの射程―オーストラリア・トレス海峡諸島民の地理的想像力－  

   松本博之（奈良女子大名誉教授） 

第２会場（14 号館 D401） 

21   東南アジアと日本の大都市圏に関する一考察         生田真人（立命館大学） 

   22    スキー場開発研究からみえる観光日本           白坂 蕃（帝京大学） 

 

一般研究発表（11 月 13 日 9:30～15：05）      

第１会場（14 号館 D201）        

09:30～09:55 101 「多文化共生」に関するホスト側住民の意識の違い 

―三重県四日市市の日系ブラジル人集住地区を事例に― 

福本拓（三重大学・研）※・藤本久司・江成 幸（三重大学）・ 

長尾直洋（松阪看護専門学校・非） 

09:55～10:20 102 東京都中央区における新築のジェントリフィケーション    

藤塚吉浩（高知大学） 

10:20～10:45 103 年齢構成を考慮した世帯所得の地域格差分析 

―人口高齢化は所得格差拡大の要因か？―  豊田哲也（徳島大学） 

10:45～11:10 104 大都市における 1990 年代以降のごみリサイクルの推移 

波江彰彦（大阪大学） 

11:10～11:35 105 インナーシティのまちづくり課題に関する政策形成への地理学の貢

献と課題 

―大阪市西成区あいりん地域の今後の政策形成に携わって― 

水内俊雄（大阪市立大学）※・平川隆啓（大阪市立大学・院）・ 

冨永哲雄（東洋大学・院） 

11:35～12:00 106 都市空間における若年女性の犯罪不安―質的アプローチの導入―                  

齊藤知範（科学警察研究所）※・ 

根岸千悠（千葉大学大学院・人文社会科学研究科） 

≪昼休み 12：00～13：00≫ 

13:00～13:25 107 香港における住宅困窮問題 ―民間低家賃住宅の役割―      

コルナトウスキ ヒェラルド（大阪市立大学・研究員） 

13:25～13:50 108 戦後都市における河川整備事業と居住問題  本岡拓哉（同志社大学） 



13:50～14:15 109 戦前期日本の国立公園選定をめぐるポリティクス         

長尾 隼（島根県古代文化センター） 

14:15～14:40 110 沖縄県北部における環境運動の空間スケール  

―辺野古と高江の座り込みの比較から― 

髙﨑章裕（大阪市立大学・研） 

14:40～15:05 111 大阪都構想をめぐる地政言説の構成 

―リスケーリングの政治とその錯綜―  山崎孝史（大阪市立大学） 

第２会場（14 号館 D301） 

09:30～09:55 201 利根川下流域における盆の精霊棚の一例  横地留奈子（法政大学・院） 

09:55～10:20 202 ヨーロッパ聖杯騎士伝説をめぐる歴史地理学的考察 

―「ペルスヴァル」から「パルツィヴァール」，そして「パルジファ

ル」へ―             川西孝男（京都大学・院・研） 

10:20～10:45 203 ヨーロッパの境界における場所の政治 

―イタリア・ランペドゥーザ島へローカル化される移民の地政学―  

                           北川眞也（大阪市立大学・研） 

10:45～11:10 204 場所の再概念化                      成瀬 厚（東京経済大学・非） 

11:10～11:35 205 記念碑の建立と比喩―文学碑を事例として― 

大平晃久（東海学院大学） 

11:35～12:00 206 戦時期に登場した在日コリアン集住地区における場所の記憶の形成

と変遷－京都府宇治市ウトロ地区を事例に－         

全 ウンフィ（大阪市立大学・院） 

≪昼休み 12：00～13：00≫ 

13:00～13:25 207 昭和戦前期における伊勢修学旅行と旅行行動意識の形成 

太田 孝（横浜市立大学・院） 

13:25～13:50 208 修学旅行をエコツーリズムのニッチ市場に取り組む手法とその矛盾

点―長野県飯田市の事例から― 

チャン ティ マイホア（関西大学・院）※・野間晴雄（関西大学） 

13:50～14:15 209 与論島観光におけるイメージの変容と現地の対応 

神田孝治（和歌山大学） 

14:15～14:40 210 観光の空間の生産と民俗文化の観光資源化 

          ―台湾の内門紫竹寺や南海紫竹寺を中心に―             

蘇 紋槿（神戸大学・院） 

14:40～15:05 211 高岡市山町筋における歴史的町並みの変容  山口太郎（駒澤大学・非） 

第３会場（14 号館 D401） 

09:30～09:55 301 都市景観行政の 30 年―尼崎市都市美形成条例の事例― 

山口 覚（関西学院大学） 



09:55～10:20 302 戦後の京都市の景観行政の変化 ―都市景観の構成要素に注目して― 

安江枝里子（大阪市立大学・研）※・ 森田匡俊（名古屋大学・研）・ 

桐村 喬（立命館大学・研） 

10:20～10:45 303 遺産政策における歴史的環境のマネジメント 

―タラゴナ（スペイン）の文化財に関する建築許可審査に注目して― 

竹中克行（愛知県立大学） 

10:45～11:10 304 平成の合併自治体の行政組織の空間的再編成 

―合併後２時点の比較―                    西原 純（静岡大学） 

11:10～11:35 305 自治体間の交流事業が災害救援活動に果たす役割          

山田浩久（山形大学） 

11:35～12:00 306 大規模災害時の緊急支援における GIS の活用と課題 

―東日本大震災時の宮城県内での NPO による物資支援を事例として

―        菅野 拓（大阪市立大学・院）※・ 

四井恵介（有限会社地域・研究アシスト事務所） 

≪昼休み 12：00～13：00≫ 

13:00～13:25 307 非集計需要分布を用いた立地配分モデルの有効性に関する研究 

青木和人（宇治市役所） 

13:25～13:50 308  北関東の物流における港湾機能の展開―茨城港を事例として― 

福田 綾※・大石貴之・磯野 巧・財津寛裕・樋上龍矢・ 

蘇 磊（筑波大学・院）・松井圭介（筑波大学） 

13:50～14:15 309 首都圏における大規模工場の機能変化と地域産業政策の課題 

－神奈川県内の東海道線沿線を事例として－             

鎌倉夏来（東京大学・院） 

14:15～14:40 310 フランスにおけるクラスター政策の広域連携 

―アキテーヌ，ミディ・ピレネー両地域圏における「競争力の極」―            

岡部遊志（東京大学・院） 

14:40～15:05 311 九州の周辺的産業集積地域に立地するイノベーティヴな製造業中小

企業の知識創造                           山本健兒（九州大学） 

第４会場（11 号館 A301） 

09:30～09:55 401 中国尐数民族の農外就業とその歴史的変遷 

                   ―雲南省鶴慶県ペー族村の事例―       雨森直也（立命館大学・院） 

09:55～10:20 402 三河における越前鎌商いの地域的展開と豊橋（吉田）鍛冶町 

―金物産地と城下町鍛冶業との関係―    河島一仁（立命館大学） 

10:20～10:45 403 美濃北西部の条里―条里プランの再検討と課題―      

   竹谷勝也（大野町教育委員会） 

 



10:45～11:10 404 朝鮮通信使「使行録」にみる近世対馬の港町 

上島智史（神戸大学・院） 

11:10～11:35 405 名所案内記にみる明治初期の京名所に関する基礎的研究  

長谷川奨悟（神戸大学・院） 

11:35～12:00 406 近代京都 GIS データベースを用いた土地利用・所有の比較分析 

赤石直美（立命館大学・研）※・瀬戸寿一（立命館大学・院）・ 

矢野桂司（立命館大学）・福島幸宏（京都府立総合資料館） 

≪昼休み 12：00～13：00≫ 

13:00～13:25 407 転出者の行動からみた埼玉県戸田市の特徴    

山口 晋（目白大学）※・山本哲史（戸田市政策研究所） 

13:25～13:50 408 近年の農村地域における U ターンの動向 

―兵庫県多可町加美区の調査を中心に―  貴志匡博（神戸大学・院） 

13:50～14:15 409 社会科教育における都道府県名認知に関する考察 

―白地図テストを事例として―  石野 聖（大阪府立泉尾高等学校） 

14:15～14:40 410 イナゴの食慣行・学校教育・地域振興策の現状と今後の展望 

―福島県・群馬県を事例として―      末永雅洋（立教大学・院） 

14:40～15:05 411 大学生が身につけるべき地理学の基礎知識・技術と情報のあり方につ

いて―『ジオ・パル 21』全面改訂作業を通じて― 

野間晴雄（関西大学）※・香川貴志（京都教育大学）・ 

土平 博（奈良大学）・河角龍典（立命館大学）・小原丈明（法政大学） 

第５会場（11 号館 A304）  

09:30～09:55 501 東海地方における農産物直売所の地域的特色             

伊藤貴啓（愛知教育大学） 

09:55～10:20 502 伝統食品の原料調達と今日の食料供給の課題 

―和菓子における品質概念をめぐって―   荒木一視（山口大学） 

10:20～10:45 503 昭和戦前期の東京における外来野菜の大衆化 

―キャベツとハクサイに着目して―  

清水克志（（独）農研機構農村工学研究所） 

10:45～11:10 504 新潟県上越市における圃場整備事業の展開と地域農業の変容 

     清水和明（日本大学・院） 

11:10～11:35 505 島根県中山間地域における無住化集落の分布と空間的特徴 

  作野広和（島根大学） 

11:35～12:00 506 森林関連事業の起業と新たな労働組織 

―長野県における KOA 森林塾のネットワークを中心に― 

中川秀一（明治大学） 

              ≪昼休み 12：00～13：00≫ 



13:00～13:25 507 焼畑山村における生業変化からみた自然環境と人間の関係 

―熊本県芦北町黒岩集落を事例として― 

吉田国光（熊本大学）※・山中 進（熊本学園大学）・ 

田中尚人・上野眞也（熊本大学） 

13:25～13:50 508 琵琶湖の環境問題をめぐる新聞報道の地域性    

香川雄一※・清山風人（滋賀県立大学） 

13:50～14:15 509 青海湖の環境変化と湟魚資源の保護       高木秀和（愛知大学・院） 

14:15～14:40 510 南九州におけるウナギ産業の特徴    塚本礼仁（滋賀県立大学） 

 

（ ）：会場教室番号，※：報告者 

 

 

研究部会（11 月 13 日 15：20～16：50） 

＜歴史地理研究部会＞（14 号館 D301） 

中近世京都における氏子区域の諸問題 

－都市祭礼に立ち現れる非日常的な空間をめぐって－  本多健一（京都学園大学・非） 

近代の大物忌神社における神事の再興とその背景  筒井 裕（國學院大学・PD 研究員） 

＜地理思想研究部会＞（14 号館 D201） 

植民地都市とジェンダー－日本統治下台北の日常空間－     葉 倩瑋（茨城大学） 

＜都市圏研究部会＞（14 号館 D401） 

新華僑にとっての池袋                    山下清海（筑波大学） 

＜地理教育研究部会＞（11 号館 A301） 

 学習指導要領における地誌学習のデザイン          濵野 清（文部科学省） 

 


